2004年度 舞鶴ブロック宣教司牧計画 中間報告
（1） 舞鶴ブロック5教会の相互理解を深める。

＊その一環として、ブロック会議を2ヶ月に一度の頻度で定例化し、会場を5教会持ち回りで行っている。各小教区で行う行事はブロックに呼びかけ、ブロックとして実施できる時は、お互い協力し合っている。この会議の中でそれぞれの教会が情報交換し合う場となっている。
（2） ５教会合同の子供（小学生）の行事を行なう。

＊夏のキャンプを合同で行いたかったが、参加する子供たちの年齢構成、指導者の考え方また地理的条件で合同行事にはならなかった。東西舞鶴は大江山キャンプ場と綾部・福知山・報恩寺は由良海岸とそれぞれ別々に実施した。

＊子供たちにミサへの親しみを持ってもらうために、「子供と共にささげるミサ」を3ヶ月に1度の頻度で、5教会合同で行っている。子供、保護者、教会学校のリーダーたちの分かち合う場となっている。
（３）信仰・教会生活についての生涯学習の充実を図る

＊黙想会（四旬節・待降節）を東西舞鶴地区、綾部・福知山・報恩寺地区でそれぞれに実施、他の地区への呼びかけは行っている。

＊綾部市において10月に一般市民を対象とした講演会を行った。会場は市の施設。
＊各種勉強会、祈りの集いは各教会の主催でいくつか行われている。計画、実施は各教会主体ではあるが、他教会に呼びかけ、ブロック全体の行事として参加者は広まっている。
